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草原地帯の移民新村について第2部
1 内モンゴル自治区移民新村調査について
われわれ中国「移民新村」政策研究班は，科学研究費補助金 (B)を受けた平成18年以来，陳商
省を中心に，西北地区山間地における移民新村のあり方を調査研究してきた。特に陳西省政府，延
安市政府及び西北大学の協力を得て，陳北各地の戸口調査を実施できたこと，また，平成20年度調
査では，移民新村ばかりでなく，移転以前の旧村を詳しく見学できたことも大変有意義な調査で
あった。さらに平成20年度において延安市，西北大学との合作により，日中学術シンポジュウムを
開催し， 3日間に渡り，多くの研究成果の報告と熱心な討論が展開できたことも大きな成果である。
調査活動の成果は， 18， 19， 20年度，毎年度報告書を当年報に掲載してきたので，参考とされた
い。但し， 19年度甘粛の砂漠地帯をのぞいては，殆ど山間僻地の移民新村を調査してきたため，草
原地帯の状況はどのようであるか，同じ西北地帯の移民新村とはいかなる状態なのか，補助最終年
度に当たり，予算の制約もあったが，いわば林・草境界地の内モンゴル自治区赤峰市郊外を選定し，
調査を実施した。以下はその調査実記である。
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巴林右旗の移民新村について二つの移民新村をみる
1 内モンゴル自治区に入る一恵みの雨か
2009年の8月，内モンゴルを含む中間華北地帯は記録的な乾燥に襲われていた。赤峰市の空港に
降り立ち，迎えに出た Y氏と挨拶を交わす中でも，記録的な小雨の心配を聞いた。
ところが，その日，車で市街地を抜けて，調査地大板鎮に向かう頃から，一天俄にかき曇り，
草原漸移帯にかかる頃，遂に待望の雨が激しく降り出した。 y氏の喜びは一通りではない。早速，
集落の仲間に電話をかける。かかってくる電話も後を絶たない。聞けば，かなり遠い草原からの喜
びの声だという。恵みの雨を降らす客人が遠くからきたのかと問う者もあり，車内に笑いが広がる。
なぜなら，通常8月の今頃は 牧草は高く伸びて，放牧される羊や山羊，牛・馬も満腹するまで腹
にため，急速に冷涼化する冬を迎えるのだ。
ところが，今年の草原の乾燥は全く異常であり，長期間雨が降らず，草は短く，早くも家畜たち
は良い草場を求めて動き回る。最近の退耕還草政策を受けて，放牧を取りやめ，舎飼圏養が進めら
れる。放牧を許されても一戸400ム}程度に限られ，今年のような雨量で十分な草が育たない場合，
放牧地の草では不足し冬場には飼料を買い込まねばならない。せめてもうひと降りして最後の草
の伸びを期待したいところだという。
しかし残念なことに，雷鳴がとどろく中，降雨はつかの間に終わった。携帯電話は各地の状況
を問い合わせ，残念，残念の声に変わって終わった。
2 巴林右旗大板鎮ヘ
今回の調査目的地は，赤峰地区の草原のなかにある移民新村が対象である。
8月10日，北京から空路赤峰市に入り，車に乗り換え，目的地・巴林右旗(パーリン・パローン・
ホショー)大板鎮(ダパン・パルガソ)に向かう。
赤峰市は人口450万を数え，市街地は未だ延伸中である。特別に巨大なピル群による新官庁街が
形成され，内モンゴル自治区のある面での開発が進んで、いることが伺われる。未だ閑散としている
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しばらく漢族集落が望見
オフィス街であるが， とりわけ，石炭やその他鉱物資源の開発，さらには膨大な石油資源埋蔵の可
能性も指摘されているから，赤峰市の人口はさらに増加するであろう。
市街地を抜けると，やがて立派な高速道路が現れ，快適な走りとなる。
され， トウモロコシ，その他読菜類の栽培がみられる。
翁牛特旗を過ぎた旗境に，西桂i村命(シラムレン)河が現れる。古代北方遊牧民族，鮮卑や字文・
契丹の諸族が，流れ豊かなこの河のほとりでかがり火をたき，馬に水を飲ませ，戦陣を整えた。部
族の大会を行い，頭頂を剃って婚姻の式を挙げ，牛・羊を養った河である。しかし，今，高速道路
橋の上からのぞき見るシラムレンは，流れも絶え絶え，午後の陽を浴びて水たまりに照り返す光の
揺らめきが，わずかに昔日を忍ばせる。
七
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巴林右旗大板鎮は宝石の町である。町のメインストリートにも，巴林石博物館や，バイヤーを待
つ商庖が並ぶ。周囲には古代紅山文化を育んだ貴石の山が散在するという。査干体論境内の特尼格
カミ図山は巴林石鉱山公園を作り，貴重で日本人にも好まれる鶏血石などが掘り出されている。
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われわれが到着した翌々日，世界中のバイヤーが巴林石めがけて集まってくるので，外国人に割
り当てるホテルが不足するとして，役所から，他のホテルに移動するよう告げられるほど， 賑わっ
ているのである。
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3 移民新村ヘ
予め現地からの連絡では，今回の主たる調査は， 異なった2つの新村を訪問することとなってい
た。異なるとはどういうことなのか. 2つの村を訪問してその差異の激しさに非常なショックを受
けることになった。
一つの村は，生態移民としてし，入植9年目にして， 一村壊滅状態にあり，明日にも抜本的な救
済対策が必要と感じられ， 実情を聞き取ることも容易でなかった。われわれは今後の村行政の推移
も考慮して， あえてこの村を単にM村と呼ぶこととした。
もう一つの村は.M村と全く対照的に，自己の意思と自己で用意した資金を以て移住入植し
乳牛養殖基地として成功，富裕化に向かっているところである。M村と何がどう違うかは，以下
の聞き取り調査の記録により明らかにしたい。
4 M村の場合
大板鎮のほど近くの郊外， 査干木倫河から少し離れた平地に.M村の集落が近づいてきた。集
落のすぐそばには，近くの山から掘り出された石炭が運ばれてくる鉄道が通っている。
集落の外側は，トウモロコシやひまわりなどが多く植えられているが，乾燥が続くためか，背丈
も伸び悩んでいるようであり，耕作されていない平地も目立つ。或いはかつて牧草地であったとこ
ろが放棄されているのであろうか。
M村の中に入ると，住宅に付属した畜舎がみられるが，牛や，或いは羊も殆どみられない。集
落の中側は，煉瓦造りの一定の大きさの住宅と，家畜小屋に物置小屋がセットの家，煉瓦で囲んだ
塀の中でひまわりを植えている住宅も目立つ。ただ，生計を支える(口糧田)ほどの広さはない。
昼間のためか，人の気配が殆どせず， 一見空き家に見える住宅が目立つ。
i斬く，訪ねる家の固いに乳牛が1頭，子牛が2頭みられる程度。広い畜舎に数十頭の羊が追い込
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肉屋に売らまれていたが，これは後で聞いたところ，畜舎があいているので.90頭の羊を預かり，
れるまで. 9-10ヶ月飼っているという。
ある家の主人Cさんが，今日われわれを迎えてくれるため，待機してくれていた。Cさんの奥
さんと数人の村のひとも見えていた。M さんには高校生の息子がいるという。
早速村の様子を聞き取ることにした。以下はその聞き取った要旨を記すものである。
〔入村時期と規模〕
M村は全体で325戸の規模である。約40キロほど離れた土地から移住してきており，すでに10年
たっている。
第1回 2000年 125戸
第2回 2001年 200戸
入植以前は，放牧で暮らしており，牛20頭以上，羊も100頭以上飼っていた。しかし元の村で
は砂漠化がひどくなり，出稼ぎに出る者も多くなっていた。移住は10世帯ほと守が残ったが，殆ど強
制的だったという。ただし放牧形式に慣れ，今の畜舎方式での乳牛飼育中心の生活は未だになじ
めないという。Cさんは肉用として，親戚に羊20頭を預けて飼ってもらっている。
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〔入植の条件〕
地方政府の条件は開発区にすると言うもので
① 世帯ごとに2頭の乳牛
② 5ムー(1ムー6，6667アール，約0.33ヘクタール)の飼料基地
③ 1人あたり 2ムー (約0.l33ヘクタール)の口糧回 (食糧確保のための耕作用土地)
④ 住宅は個人は5000元支出，他は政府負担。
⑤ 1世帯一人は鉄道の仕事を斡旋する。
⑥ 世帯ごとに商売するため1万元の資金を準備する。(後述)
⑦ 戸籍が農民戸籍から非農業家庭戸籍となる。
などの約束をした上でのことであったという。
〔入植後の重要な問題点〕
① (乳牛2頭) 何よりも重要な暮らしを立てる元となる乳牛の飼育問題であるが，入植した多く
の世帯が破綻を来した。当初，北京から108頭の乳牛が連れてこられた。但しその内4頭はすで
に死んでおり， 18頭は病気であった。これらの牛の代金は1頭1万元と言われ，自己資金2000元
のほかに，政府が4000元，信用(いわゆる少額貸付業)杜が4000元を出していると言われたが，
108頭の分配に関しては，個人ごとに選ぶ権利が無く，これら22頭の事故乳牛は村民自身が弁償
させられたのである。今は乳牛を飼っている家は僅かに10世帯のみである。
Cさんは乳牛2頭をもらい， 1頭は死に，残りの1頭が2頭の雌牛を生んだ。
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② (2ムーの口糧田) 政府支給の2ムーの土地が1ムーに変わり，今は 1ムーもなくなった。理
由は元もと，政府が借りた土地を割り当ててきたのであるが，その政府が賃借料を支払わないた
め，所有者に取り上げられたのだという。
③ (非農村家庭戸籍)ただしこの戸籍を持ったからとはいえ，完全な都市民の生活待遇が与え
られるものでなく，大都市と農村の中間地帯に小都市を建設して農民をそこに移そうとする過渡
期の政策の一つで，村民に言わせれば殆ど価値のないものだという。
たとえば，暮らしの面では，福利基準も農村でもなく，都市の待遇でもない。農村合作医療保
険は年10元であるが，城鎮医療保険は一人360~480元掛かる。 放牧時代には水道・光熱費は掛か
らなかったが，ここでは水道料金が取られ，光熱費の場合も 電気1kwあたり 8から7.6毛と都
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市並み料金になっている。
④ (家屋)自己資金5000元を出し，後は政府が出したが，その額は不明。ただ最初の家はすでに
リホームした。外側の壁ももろく全部自分で作り直した。政府の建てた家では住めなかった。
〔乳牛農家の場合〕
僅かに残った10世帯戸にも問題が起こっている。当初は搾乳した午乳は大企業となった「蒙牛集
団」が買い上げていた。しかし村民の慣れない養殖業， 事故乳午の処理問題， 信用社からの借金
問題などでたちまち村全体の牛乳生産量は落ち込み，牛乳回収が困難となり，半年で「蒙牛集団」
が撤退してしまった。
残った10軒も廃業寸前となったとき，村の一人の青年が救世主のように現れ，乳製品の加工を請
け負い，それを鎮(町)の販売所で販売することができるようになった。
実業家となった青年の話では次のようになる。
牛乳は1斤 (500ml) 1元で引き取る (1蒙牛集団」は1.2元)0 1 頭の乳牛からは40~50斤を搾乳
するが， 30斤では採算割れになる。このほか畜舎飼養は飼料の補給が必要で，一日25元 (20元の飼
料+5元(乾草十水)かかる。なお， 1斤の飼料は1.25元，玉米(トウモロコシ) 1斤は0.8元であ
る。
村全体 (10戸分)では， 1日2回の搾乳で1日1000斤 (5001)，冬は2000斤 (10001)となり，製
品はバター，ヨーグルト或いは万頭の発酵生地で，平均1日25斤で50元くらいの収入となる。但し
労働は過酷で，朝 4~8 時，午前10時~12時 ，午後 2 時~7時仕事を始めてから 2 年間続いて
いる。
?
?
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〔一般住民の暮らし〕
殆どの農民が酪農家を目指して失敗してしまった現状で，今や農民でもない住民はどのような暮
らしをしているのであろうか。
先ず，生活はどう変わったかについて，人によって受け取りかたが違うが，気に入った人，気に
入らない人，アルバイトもできず生活ができなくなっている人など様々である。しかし移住入植
して楽になったというのは10世帯程にすぎず，他は全てむしろ苦しくなっているといい，そのため，
生活スタイルを変えざるを得なかったという。今や生活を支えているものは，出稼ぎ，臨時工であ
り，北京に出稼ぎに行く者，放牧の手伝いをする者，鉱山の仕事に従事する者などがあり，また，
入植時に約束されていた，駅でアルバイトをしている者も多い。
駅の仕事は，機関車の整備や注油係，車
両の清拭作業などで，夫婦で夜間(午後6
時から翌午前7時まで)働いている場合も
ある。この鉄道の仕事は全て臨時工であ
り， 1年1回契約更新される。
生活が苦しくなって信用社から借金した
くとも，政府が借りているにもかかわら
ず，個人が借金していることとなってお
り，それ以上の借金はできず，高利貸しか
ら借りざるを得ないという。また生活保護
を受ける世帯は1世帯に一人が受ける資格
があるという。
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以上のような，大多数が生活の窮状に追い込まれている状況に対しこれを政府に訴え，聞き届
けてもらおうと，住民は目下非常な手段も辞せずと，連判状(写真)も用意している。今後どのよ
うにして展望が聞かれるのか。
翌日午前中，この新村入植前の旧村を訪ねる機会を得た。遥か一望の中に固いされた放牧地が
見えるが， 一筋の河が放牧の水飲み場となり，馬に乗った牧童が寄り集まっていた。その内の一人
に話を聞くと，旧村は40世帯からなっていたが，今は10世帯が残っている。移住した家の家屋は後
戻りしないように壊されているという。移住した者の理由は，砂漠化など放牧条件が悪くなり，不
便，貧固化する生活を転換しようとして応じた，また，教育上の理由で移転に応じたなどの理由が
あるが，全て，政府の約束した条件は守られず，新村入植者は苦労していると聞く 。残った10世帯
は，それまでの放牧生活を止められず移転に応じなかったが，周囲に退牧還草地があり，そこは封
山育林地(立ち入り禁止区域)があり，残りの土地で， 1 世帯300~400ムーに分けられた土地の中
で600頭の羊，山羊200頭を飼育し他に肉午40頭がいるという。限られた土地で放牧するのである
から，冬場の飼料として草を刈り，蓄えなければならないが，今年は極端に雨が少なく ，8月以降
の干し草備蓄は容易ではないであろうという。
5 巴彦塔投蘇木乳牛養殖基地の場合
午前中旧村訪問に続き，午後は別の移民新村を訪問した。
巴顔塔投蘇木乳牛養殖基地というこの村は1995年から入村した100世帯を越す集落である。われ
われは，住民が各自飼育している乳牛が午後の搾乳のため，搾乳場に集まってくるという時間に合
わせて訪問し搾乳を待っている聞の農民に村の現状を聞き取り調査した。以下， 一問一答した村
の現状を項目的にあげていこう。
1 住民はもともと，各地で放牧していたが，各地からぱらぱらに移住してきた。
2 移転した理由は，退牧還草のためや砂漠化防止のため，禁牧となったためである。
3 退牧還草の補助金 (7年間?)をもらった者もあ り，もらっていない者もある。
4 移転の費用は全て自己負担であり，家屋は3.5万元(現在は6万元)を出した。
建物は二問1戸建て，畜舎一間，土地3ムー，飼料基地は一世帯10ムー (66.67アール)(約0.667
ヘクタール)で，これも3.5万元の内である。
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10ムーの土地は区画されており，入植するまで乳牛飼育の経験はなかった。
入植するに当たり， 5頭の乳牛を5万元で購入した。
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7 今は各人6頭から10頭を飼育している。
8 飼料は干し草の他， トウモロコシなど，カルシュウムも与える。
9 産乳期間は， 6-7ヶ月，まれに10ヶ月，毎年子牛を生み， 7年間-8年間続く 。老牛，雌午
は残し雄牛は売却する。
10 受精料は1頭に付き100元である。
1 搾乳は村の搾乳場に毎日夕刻，連れて行き 1回16頭が一度に搾乳できる。
12 搾乳した乳は1斤 (500ml) 1元で伊利集団(フフホト市に本社を置く大手乳業メーカー)に
引き取られる。
13 村民は今も農業戸籍であるが，乳牛生産だけで生活は成り立つので，このまま生活を続けたい。
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搾乳場に続々と集まってくる乳牛の群れ
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